






 

 先天性代謝異常症において保因者を正しく診断することは本人または家族を

どう指導するかの問題は別としても臨床的に先天性代謝異常児発生の予防,出

生前からの早期治療,遺伝学的資料(保因者を通しての発生頻度の調査・遺伝形

式の決定・遺伝子局在の検討など)としての利用にもつながり非常に重要な意味

を持つものと考えられる。 


